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Ⅰ．背景

パラリンピックを含む障がい者スポーツ（パラ

スポーツ）に関する諸事業が、スポーツ振興の観

点から 2014 年に厚生労働省から文部科学省に移

管された 14)。文部科学省による第 1 期スポーツ基

本計画では、「パラリンピック競技大会の金メダ

ル獲得ランキングについては、直近の大会（夏季

大会 17 位：2008/ 北京、冬季大会 8 位：2010 / バ

ンクーバー）以上」12) といった目標が示された。

また、その後のスポーツ庁による第 2 期スポーツ

基本計画では、「オリンピック・パラリンピック

において過去最高の金メダル数を獲得する等優秀

な成績を収めることができるよう支援する」13) と

いった政策目標が設定され、国を挙げてパラリン

ピック競技の国際競技力向上に関する取り組みが

推進されてきた。

一方で、第 2 期スポーツ基本計画の中では、パ

ラリンピック競技の国際競技力向上において、「障

害者アスリートの発掘・育成にあたっては、障害

に応じたクラス分けにも十分配慮する」13) ことも

示されている。つまり、スポーツ基本計画では、

パラリンピックでの金メダル数といった成績目標

だけでなく、障がい者のスポーツ参加を促す制度

であるクラス分け 20) にまで言及されており、ス

ポーツに参加する段階から卓越したパフォーマン

スを発揮する段階までを総合的に捉えていく必要

があるといえる。

このように、スポーツへの参加から国際競技大

会での活躍に至るまでの経験を一連の道すじと捉

えるアスリート育成パスウェイという考え方が、

オリンピック競技及びパラリンピック競技におけ

る国際競技力向上を実現する上で広く活用されて

いる 8）。アスリート育成パスウェイには、様々な

要因と要素が複雑に関連していることに加え、そ

の過程は長期間に渡る 4),8)。スポーツに参加する

段階を競技開始年齢とした場合、これまでにオリ

ンピック競技での競技開始年齢やピーク年齢、国

際大会出場年齢、メダル獲得及び入賞年齢等が競

技横断的に報告されている 1),5),10),19)。これらの報

告から、国際競技力向上におけるメダリストを輩

出するためには、10 年以上の育成期間を要する

ことが明らかとなっている。一方、パラリンピッ



児島と衣笠

168

ク競技では、日本代表選手の世界選手権初出場年

齢が報告されている 18)。しかし、金メダリストや

メダリストを競技横断的に集計・分析し、傾向を

明らかにした報告は見当たらない。

また、アスリート育成に関わる戦略を立案する

際には、現状分析としてアスリートのプロフィー

ル情報（ピークパフォーマンスの発揮年齢等）が

重要な情報源となることが報告されている 1)。そ

のため、パラリンピック競技大会のメダリストに

関するプロフィール情報を集計することは、我が

国のパラリンピック競技におけるアスリート育成

パスウェイの構築、選考基準の作成、戦略的な資

源配分等の国際競技力の向上に寄与する有益な情

報になりうる可能性が考えられる。

以上のことから、本研究は過去 1 大会分のパラ

リンピック夏季競技大会の金メダリスト及びパラ

リンピック冬季競技大会のメダリストにおける競

技開始年齢とメダル獲得年齢のプロフィール情報

を競技横断的に集計し、パラリンピック競技の特

徴を明らかにすることを目的とした。

Ⅱ．方法

1 ．対象

リオ 2016 パラリンピック競技大会（以下「リ

オ大会」という。）における全競技種目の金メダ

リスト及び平昌 2018 パラリンピック冬季競技大

会（以下「平昌大会」という。）における全競技

種目のメダリストの 756 名を対象とした。なお、

本研究では、夏季競技大会と冬季競技大会では実

施競技種目数に偏りがあることから（夏季 vs 冬

季：22 競技 528 種目 vs 6 競技 80 種目）16),17）、卓

越したパフォーマンスを発揮した段階を夏季競技

大会は金メダル獲得、冬季競技大会はメダル獲得

とした。

しかし、複数メダルを獲得した者は、1 名とし

てカウントし、金メダルあるいはメダルを獲得し

た健常者（例：トライアスロンの伴走者）及びリ

オ大会・平昌大会以降実施していない競技につい

ては、本研究の対象から除外した（7 人制サッカー

及びセーリング）。

2 ．プロフィール情報の収集及び集計方法

対象者のプロフィール情報として競技開始年齢

とメダル獲得年齢を、主に Gracenote 社の“Podium 

Paralympics”3) や国際パラリンピック委員会の

ウェブサイト7) から収集及び集計した。欠損値は、

Wikipedia（2016 ～ 2018）21) 等のオープンソース

よりデータを収集及び集計した。

3 ．統計分析

集計したデータはすべて競技種目毎に平均

値（mean） ± 標準偏差（SD）で示した。その

後、Güllich & Emrich（2014）5) 及び Livingston & 

Forbes（2016）9) の競技特性に応じた分類方法に基

づき、記録型（Cgs）、採点型（Artistic）、格闘技

型（Combat）、球技型（Game）、標的型（Target）、

その他（Others）に分類し（Table 1）、プロフィー

ル情報を分析した。

競技の分類毎の特徴を明らかにするために、統

計解析ソフトウェア（RStudio Ver.3.6.2、RStudio

社製）にて多重比較（Tukey-Kramer 法）を行い、

p値や効果量（d）を算出した 6),22)。なお p値につ

いては有意水準を 5 % 未満に設定し、d値につい

ては 0.2  d < 0.5 を効果量小、0.5  d < 0.8 を効

果量中、0.8  dを効果量大と解釈した 11)。

Ⅲ．結果

1 ．金メダリスト及びメダリストの競技開始年齢

及びメダル獲得年齢

リオ大会の金メダリスト及び平昌大会のメダリ

ストにおける競技開始年齢は、17.4 ± 9.4 歳、メ

ダル獲得年齢は 29.1 ± 8.0 歳であった（Table 2）。

また、メダル獲得年齢は、メダリストの 8 % が

10 歳代、53 % が 20 歳代、28 % が 30 歳代、11 

% が 40 歳以上であった。

2 ．競技特性に応じた分類毎の競技開始年齢

競技開始年齢は、記録型が 17.0 ± 9.6 歳、採

点型が 11.0 ± 2.2 歳、格闘技型が 16.0 ± 5.0 歳、

球技型が 16.4 ± 6.9 歳、標的型が 27.8 ± 12.5 歳、

その他が 17.7 ± 8.7 歳であった（Table 3）。標的



パラリンピック競技のパフォーマンスマイルストーン

169

Table 1. Analytical categories of Para sports adapted from Güllich & Emrich (2014)5) and Livingston 
& Forbes (2016)9)

Table 2. De ned categories of Para sports (Güllich & Emrich, 20145); Livingston & Forbes, 20169)) and descriptive 
statistics of age-related performance milestones of the gold medalists at Rio 2016 Paralympic Games and the medalists 
at PyeongChang 2018 Paralympic Winter Games.
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型は、他の全ての競技の分類よりも有意に高かっ

た（記録型：p < 0.001、d = 1.09；採点型：p = 

0.01、d = 1.44；格闘技型：p < 0.001、d = 1.13；

球技型：p < 0.001、d = 1.37；その他：p < 0.001、

d = 0.90）。採点型は、格闘技型、球技型、その他

と比較して有意差は認められなかったものの、大

きい効果量が認められ、競技開始年齢が低い傾向

であった（格闘技型：p = 0.90、d = 1.10；球技型：

p = 0.84、d = 0.80；その他：p = 0.74、d = 0.85）。

格闘技型はその他と比較して、有意差は認められ

なかったものの、大きい効果量が認められ、競技

開始年齢が低い傾向であった（p = 0.98、d = 0.85）。

3 ．競技特性に応じた分類毎のメダル獲得年齢

メダル獲得年齢は、記録型が 28.2 ± 7.8 歳、

採点型が36.4 ± 9.4 歳、格闘技型が30.1 ± 6.8 歳、

球技型が 29.1 ± 6.8 歳、標的型が 36.8 ± 11.6 歳、

その他が 28.7 ± 8.4 歳であった（Table 4）。採点

型は記録型よりも有意に高く（p = 0.04、d = 1.05）、

標的型が記録型、格闘技型、球技型、その他より

も有意に高かった（記録型：p < 0.001、d = 1.05；

格闘技型：p = 0.01、d = 0.66；球技型：p < 0.001、

d = 0.96；その他：p < 0.001、d = 0.77）。採点型は、

格闘技型、球技型、その他と比較して有意差は認

められなかったものの、大きい効果量が認められ

メダル獲得年齢が高い傾向であった（格闘技型：

p = 0.35、d = 0.85；球技型：p = 0.10、d = 1.06；

その他：p = 0.13、d = 0.89）。

Ⅳ．考察

本研究の結果、メダル獲得年齢において、メダ

リストの 11 % が 40 歳以上であった。ロンドン

2012 オリンピック競技大会における各競技の上

位進出者の 99 % が 40 歳以下であったこと 10) を

考慮すると、パラリンピック競技では、オリンピッ

ク競技と比較して卓越したパフォーマンスを発揮

するピーク年齢の幅が広い（高い年齢層でも活躍

できる）可能性が考えられる。

また、パラリンピック競技の金メダリストやメ

ダリストの競技開始年齢は 17.4 ± 9.4 歳であり、

オリンピック競技の分類毎の競技開始年齢と比較

して高い傾向にあった（記録型 [ パラピック競技 ] 

vs 記録型[オリンピック競技]：17.0 ± 9.6歳 vs 9.1 

± 2.4 歳、採点型 [ パラリンピック競技 ] vs 採点

型 [ オリンピック競技 ]：11.0 ± 2.2 歳 vs 7.1 ± 2.2

歳、格闘技型 [ パラリンピック競技 ] vs 格闘技型

[ オリンピック競技 ]：16.0 ± 5.0 歳 vs 7.7 ± 2.0

歳、球技型 [ パラリンピック競技 ] vs 球技型 [ オ

Table 3. Characteristics of starting age  within the de ned categories of Para sports (Güllich & Emrich, 20145); 
Livingston & Forbes, 20169)).

Note: d, Cohen’s d; *, p < 0.05
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リンピック競技 ]：16.4 ± 5.0 歳 vs 8.0 ± 2.5 歳、

標的型とその他については比較対象なし）5)。特に

標的型の競技は、パラリンピック競技の他の競技

の分類と比較して競技開始年齢が有意に高く、採

点型を除く競技の分類と比較してメダル獲得年齢

が有意に高かった。その要因の一つとして、標的

型競技のようにスキル系の競技は、競技パフォー

マンス発揮に要求される体力的要素が少ないこと

によりメダル獲得の年齢幅が広い可能性が示唆さ

れている 1)。

以上のことより、パラリンピック競技の特徴と

して、オリンピック競技と比較して競技開始年齢

が全体的に高く、かつ国際競技大会で活躍しうる

ピーク年齢の幅が大きい（高い年齢層でも活躍で

きる）可能性が示唆された。これらの知見は、中

央競技団体の強化方針・方策を明示したマスター

プランである「強化戦略プラン」15) を策定する際

にメダル獲得の目標やマイルストーンの設定の一

つの目安等で活用されることが期待される。

一方で、本研究で集計したデータは夏季・冬季

パラリンピック競技の過去 1 大会分のみの結果で

あり、継続的にデータを収集・分析していくこと

に加え、クラス分け等のパラスポーツ独自の課題

を考慮した 2) プロフィール分析が求められる。ま

た、これらのデータをスポーツ実践者や研究者が

活用する際には、前述したクラス分け等のパラス

ポーツ独自の課題 2) に十分に配慮する必要がある

といえる。

Ⅴ．結論

本研究の結果、リオ大会の金メダリスト及び平

昌大会のメダリストの 756 名の競技開始年齢やメ

ダル獲得年齢の観点から見たパラリンピック競技

の特徴は、以下の通りである。

①パラリンピック競技のメダリスト及び金メダ

リストの競技開始年齢は、オリンピック競技種目

の競技開始年齢と比較して遅い傾向にあり、標的

型競技がパラリンピック競技における他の競技の

分類よりも競技開始年齢が遅かった。

②パラリンピック競技では、オリンピック競技

と比較して卓越したパフォーマンスを発揮する

ピーク年齢の幅が広い可能性が示唆された。
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